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会
長
挨
拶

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

御
所
野
連
合
町
内
会
長
の
杉
山

で
す
。
地
域
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち

の
素
晴
ら
し
い

コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
で
あ
る
こ
の
御
所
野

地
域
で
、
皆
様
と

一
緒
に
過
ご
せ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

『御
所
野
夏
ま

つ
り
』
を
復
活

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
次
の
活
動
方
針
の
も
と
連
合

町
内
会
活
動
を
皆
様
と
共
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、　
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

一
安
全
と
自
主
防
災
対
策
推
進

一
一
地
域
内
の
環
境
保
全
の
推
進

一二
地
域
内
住
民
の
懇
親
。交
流

活
動
の
推
進

四

少
子
高
齢
化
時
代
に
向
け
た

活
動
の
取
り
組
み

五

行
政
や
関
連
機
関
と
の
連
携

強
化

六

地
域
を
代
表
す
る
県
議
会

議
員
と
協
議

。
連
携
強
化
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秋
田
地
区

交
通
安
全
協
会

御
所
野
支
部

活
動
の
紹
介

本
支
部
は
御
所
野

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
街
開
き
が
行
わ
れ
た
三
年

後
の

一
九
九
二
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
活
動
内
容
は
春
、
夏
、
秋
、

年
末
の
交
通
安
全
運
動
で
す
。

特
に
、
春
と
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
で
は
各
町
内
か
ら
選

出
さ
れ
た
理
事

の
方

々
の
協
力

も
得
て
イ
オ
ン
十
字
路
で
の
ド

ラ
イ
バ
ー

ヘ
の
安
全
運
転

の
呼

び
か
け
、
児
童
セ
ン
タ
ー
十
字

路

で

の
児
童

の
安
全
誘
導
を

行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
高

齢
者
や
子
供
を
守
る
た
め
に
も

飲
酒
運
転
追
放
署
名
を
各
家
庭

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年

も

一
四
町
内
か
ら
二
、
六
三
四

名

の
署
名
を

い
た
だ
き
ま

し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
区
内
に
五
三
枚

あ
る
交
通
安
全
看
板
の
維
持
点

検
も
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
費
は
各
町
内

か
ら
ご
負
担
い
た
だ
く
資
金
と

交
通
安
全
協
会
か
ら
の
助
成
金

（こ
れ
は
免
許
申
請

・
更
新
時

の
交
通
安
全
協
会

へ
の
加
入
金

の

一
部
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
区
の
交
通
安
全

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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第
二
十
九
回

「御
所
野
夏
ま
つ
り
」

４
年
ぶ
り
に
開
催

イ
オ

ン
モ
ー

ル
秋

田
、
イ

オ

ン
ス
タ
イ

ル
御
所
野
店
を

は
じ
め
と
す
る
御
所
野
地
区

内
外

の
企
業

‐１２
社

の
協
賛
を

受

け
、
８
月

１９

日

（土
）
に

４
年
ぶ
り
に

「御
所
野
夏
ま

つ
り
」
を

開

催

し
ま

し

た
。

前

日
ま
で
天
候
が
危
ぶ
ま
れ

ま

し
た
が
、
当

日
は
朝

か
ら

の
猛
暑

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各

町
内

か

ら

選

抜

さ

れ

た

当

日
要
員

の
皆
さ
ん
や
地
域

団
体
の
有
志
、
各
町
内
会
長
の

奮
闘
に
よ
り
準
備
も
進
み
無

事
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
深
謝
１

今

年

の
夏

ま

つ
り

に

は
、

ご

し
ょ
の
保
育
園

・
御
所
野

幼
稚
園

の
園
児

の
お
神
輿
や

お
遊
戯
、
御
所
野
小
学
校
ほ

た
る
キ

ッ
ズ

の
演
技
、
御
所

野
学
院
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
、
さ
ら
に
今
年
は
御
所
野

学
院
中

の
有
志
男
女
４２
名
が

浴
衣
を
着
て
の
盆
踊
り

へ
の

参
加
と
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

地
元
の
子
供
や
生
徒
さ
ん
た

ち
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
、
市
議
会
議
員
を
は
じ
め

協
賛
企
業
の
責
任
者
の
皆
様
に

ご
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
ス
ペ
シ
ヤ
ル
ゲ
ス
ト

と
し
て
サ
ツ
カ
ー
女
子
日
本
代

表
、
な
で
し
こ
ジ
ヤ
パ
ン
メ
ン

バ
ー
の
石
川
璃
音
さ
ん

（御

所
野
サ

ツ
カ
ー
ス
ポ
少
出
身
）

が
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

出
場
報
告
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

世
界

で
活
躍
す

る

御
所
野
出
身
者
が

い

る

こ
と

は
、
地

元
と

し
て
大
変
誇
ら
し

い

こ
と

で
す
。
こ
れ

か

ら
も
彼
女

の
活
躍
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
詫
び
】

御
所
野
夏
ま

つ
リ
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
次

の
よ
う
な
間
違

い

が
あ
り
ま
し
た
。

・
社
名

「ど
日
　
〓
３
■

は

「タ

マ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

秋

田
支
店
」

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所

さ
る
び
あ
　
の
電
話
番
号
、

正
し
く
は
ご
ｏＮ
ｏい
∞
ど
で
す
。

関
係
者

の
皆
様

に
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

春
の
市
道
緑
地
帯
の
草
刈
り

を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
場
所

ｏ
６
月
１７
日

（
土

）

地
蔵
田
四
丁
目
南
北
境
遊
歩
道

ｏ
６
月
２５
日

（
土

）

元
町
二
丁
目
側
プ
レ
ス
ポ
交

差
点
か
ら
国
道
１３
号
線
ま
で

フ
レ
ス
ポ
交
差
点
か
ら
国
道

‐３
号
線
ま
で
の
元
町
二
丁
目
側

の
歩
道

の
融
雪
復
旧
工
事
は
、

Ｈ
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
通
行
は
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

御所野連合町内会
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